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磨
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あ
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れ
る
涼
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華
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な
彩
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で
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し
い
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よ
う
に
競
演
。
風
流
な
お
も
て
な
し
に
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
へ
の
お
み
や
げ
に
、
粋
な
日
本
の
和
菓

子
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

美
し
き

和
菓
子
の
楽
園
で
一
％

Ｍ/ ﾍ l 更Ｕ
電話(07 8 ) 3 3 1 』

邑一 雇霊参、ＭＡｌ更ＵＫＯＢＥ
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本
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Ｏ
円

琉
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菓
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梢
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神
戸
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雑
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な
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れ
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，

戸

／ 、

８月1 ＩＥＩに元町へ移転オーブン〃 feelinr
YAMAHハ

ﾔﾏ ﾊ神戸店の3 . 4Ｆに新しく新しく生まれ変わりますも

ユ

陽::i:竺干
元町商店街；

|~１１叢↓’

､皇４塁筆畿編壱雲冨冒諏

F 一一

一
礼

お客様各位
平素は格別のお引き立てにあず

かり有難うございます。さて、私
共ヤマハ家具神戸ショップは、今
年で開業1 2 年、を迎え、この８月
１日より、元町商店街『ヤマハ神
戸店』へ移転進出させていただく
こととなりました。
本年は国際居$ 住年に当り、現在

の居件空間が見直されています。
私共の新展示場は、３階はシス

テム・ファニチャーを中心とした
ブライダル向けフロアー。４階を
システムキッチン“エピキュール，’
を始めとする、少し賛沢なご新築
・増改築向けのフロアーとさせて
頂きました。全国初の音楽からイ
ンテリアまでを取り揃えたヤマハ
神戸店は、ファッションとインテ
リアに関して、非常に高い水準の
感覚を持つ神戸の皆様に、役に立
つ情報を提供出来る店になったと
自負しております。ぜひ一度、ご
来店賜われば幸いに存じます。

息蓄議繊瀧内芝有喬ゆたか

賛鞭

4Ｆシステム・キッチン

創遥
匹唾

|璽雪I ⅢＩ｜| ＝畦､ ‘＝
F 戸

〆

帝諏券雪Ⅲ

ノ

ヤマハ家具神戸ショヅフ・
〒65O神戸市中央区元町2丁目７－３電話078(333)8891
営業時間／午前１０:30～午後７:00(日曜のみ６:30）

定休日／毎月第３水曜日

3 Ｆシステム･ ファニチヤー

5 Ｆポピュラー音楽教室

砺
些

、」
ＢＦ音響・楽器

2 Ｆピアノ･ エレクトーン

1 Ｆレコード･ 楽譜

6 Ｆヤマハホール
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八
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ノ
宮
セ
ン
タ
ー
街
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店
街
連
合
会
会
長
Ｖ

☆
私
の
意
見

世
界
的
な

ｕ
年
間
、
会
長
を
勤
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
岸
野
利
男
会
長
さ

ん
に
代
っ
て
、
三
ノ
宮
セ
ン
タ
ー
街
商
店
街
連
合
会
会
長
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
岸
野
さ
ん
の
期
間
中
、
ア
ー
ケ
ー
ド
等
の
近
代

化
が
行
わ
れ
、
ハ
ー
ド
な
面
で
の
整
備
は
、
一
応
、
終
了
し
た
と

言
え
ま
す
。
こ
の
度
、
私
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け
新
会
長
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
、
ハ
ー
ド
面
か
ら
ソ
フ
ト
面
に
重
点
を

移
し
て
、
三
ノ
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
向
上
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。そ

れ
は
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
に
し
て
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
街
を
作
る
か
、
心
と
心
が
交
う
商
店
街
に
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
は
、
非
常
に
円
高
不
況
で
低
成

長
時
代
に
な
っ
て
お
り
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
も
、
な
か
な
か
そ
う

簡
単
に
は
動
い
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
セ
ン
タ
ー
街
に
行
っ
た

ら
、
本
当
に
楽
し
い
、
買
い
易
い
と
か
、
買
物
を
す
る
な
ら
、
ぜ

ひ
セ
ン
タ
ー
街
に
行
き
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
商
店
街
づ
く
り
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
わ
け
で
す
。

昨
年
、
セ
ン
タ
ー
街
と
Ｎ
・
Ｙ
５
番
街
と
は
提
携
し
ま
し
た
。

Ｎ
・
Ｙ
５
番
街
と
言
え
ば
、
世
界
一
の
商
店
街
で
す
の
で
、
大
き

な
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
い
さ
さ
か
遠
い
の

で
、
小
さ
な
こ
と
で
も
一
緒
に
や
る
の
が
難
か
し
い
事
も
事
実
で

す
。
そ
こ
で
、
Ｎ
ｏ
Ｙ
５
番
街
が
現
在
世
界
の
７
つ
の
国
と
提
携

し
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
て
、
セ
ン
タ
ー
街
が
独
自
に
何
か
催
し

を
し
た
場
合
で
も
、
写
真
を
送
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
国
に
、

Ｎ
・
Ｙ
５
番
街
を
経
由
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
神
戸
市
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
ア
ジ
ア

の
近
辺
の
都
市
と
も
、
も
っ
と
仲
良
く
な
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ

を
利
用
し
て
、
世
界
に
セ
ン
タ
ー
街
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
世
界
平
和
の
一
翼
を
に
な
え
た
ら
と
思
っ
た
り
も
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
交
通
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
の
南
側
か
ら
セ
ン
タ
ー
街
に
か
け

て
、
神
戸
の
玄
関
口
と
言
お
う
か
、
セ
ン
タ
ー
街
の
顔
に
当
る
部

分
が
、
ま
だ
未
整
備
で
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
長
い

年
月
を
か
け
て
、
神
戸
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
（
談
）

セ
ン
タ
ー
街
に

ソ
フ
ト
な
面
で
も

2９
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菖柿沼産婦人科

Ⅲ

６
谷
⑭
渉
巴
且
辺
Ｊ
摘
葱
季
咽
○
藤
○
ツ
駐
顧
唖
考
坦
秒
、
幻
聴
蔽
酢
賦
与
基
Ｆ
占
い
解
，
Ｉ
＆
。
ｐ
ｉ
Ｉ
‐

香り豊かなﾚ ルベサンク
● ●

アプリコット､ ラズベリー、
ポワール( 洋梨) ､ ブルーペリー、
パッションフル－．シ、
フリーザーでつくるｼ ｬ ｰ べｯ ﾄ 感覚のデザート。
5 種類の熟成した香り尚いうルーツの
味わいがそるうていますも

コーハイZ 』

こんにちは赤ちゃん

大仲貴久< ん／神戸市東灘区
ボク、タカ＜ん９ヶ月で－す

なぜか今日はカメラを前に緊張気味. ／
完全看護★冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

芦屋市大柵町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7）3 1 - 1 2 3 4代表

菖柿沼産婦人科
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る
、
田
園
地
帯
の
こ
と
を
い
う
の

で
す
。

「
ホ
タ
カ
ー
、
穂
高
」
車
掌
の
声

に
、
ふ
と
腕
時
計
を
み
る
と
松
本

駅
か
ら
二
十
七
分
経
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
が
私
の
三
年
前
か
ら
移

り
住
ん
で
い
る
長
野
県
穂
高
町
な

の
で
す
。
昭
和
弱
年
３
月
に
神
戸

市
の
教
員
を
定
年
退
職
し
、
穂
高

町
の
山
麓
の
林
の
中
に
、
小
さ
な

ア
ト
リ
エ
を
建
て
て
創
作
版
画
に

見
渡
す
限
り
緑
一
色
の
稲
田
が
広

が
り
、
さ
わ
や
か
な
ア
ル
プ
ス
の

風
で
瀬
戸
内
の
海
の
よ
う
に
緑
の

波
が
う
ね
っ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
に
私
を
引
き
付
け
た
の

は
、
実
に
こ
の
雄
大
な
ア
ル
プ
ス

の
俊
峰
と
、
水
量
豊
か
な
美
し
い

田
園
が
拡
が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
こ
の
地
に
旅
を
し
て
き
た
人
達

が
、
た
と
え
一
日
で
も
、
ゆ
っ
く

り
安
曇
野
の
時
の
流
れ
の
中
に
浸

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
旅
の
印
象

は
一
層
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」
『
工
房
の
森
』
は
、
そ

ん
な
私
の
発
案
が
、
周
辺
の
人
達

に
支
持
さ
れ
て
誕
生
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

『
工
房
の
森
』
と
い
う
の
は
、
穂

高
山
麓
の
温
泉
郷
の
周
辺
で
工
房

を
持
ち
、
制
作
に
励
ん
で
い
る
陶

芸
・
染
織
。
彫
金
・
版
画
な
ど
の

作
家
集
団
の
名
称
で
す
。

す
で
に
観
光
旅
行
か
ら
体
験
旅

行
へ
と
人
々
の
旅
行
目
的
も
個
性

化
の
方
向
に
む
か
っ
て
お
り
ま
す
。

旅
先
き
で
、
や
き
も
の
や
、
布
染

め
、
彫
金
細
工
を
し
な
が
ら
、
人

と
の
心
の
ふ
れ
合
い
に
、
新
し
い

自
分
を
再
発
見
で
き
る
な
ら
、
ど

れ
程
意
義
深
い
旅
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で

ス
マ
ー
ト
な
港
街
『
神
戸
』
を
離

れ
て
、
時
に
は
望
郷
の
念
に
か
ら

れ
な
が
ら
、
安
曇
野
で
神
戸
っ
子

の
意
気
を
み
せ
て
、
『
工
房
の
森
』

設
立
の
た
め
に
情
熱
を
燃
や
し
て

お
り
ま
す
。

神
戸
っ
子
の
み
な
さ
ん
、
四
季

折
々
に
心
を
寄
せ
ら
れ
る
安
曇
野

の
風
景
の
中
に
、
ぜ
ひ
一
度
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
神
戸
っ
子
の
私

が
よ
ろ
こ
ん
で
お
迎
え
し
ま
す
。

回
〒
抑
’
鴎
長
野
県
南
安
曇
郡
穂
高
町
有
明
七
八

五
一
一
’
五

エ
房
の
森
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
二
六
三
’
八
三
’
四
六
○
四

神
戸
っ
子
の
み
な
さ
ん
お
元
気

で
す
か
。
信
州
安
曇
野
か
ら
お
便

り
し
ま
す
。

松
本
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
に
乗

あ
ず
さ

る
と
、
間
も
な
く
梓
川
の
鉄
橋
を

渡
り
蕊
芯
呼
梓
川
は
有
名
な
上
高

地
の
河
童
橋
の
下
を
流
れ
て
い
る

あ
の
清
流
で
す
。

安
曇
野
は
、
こ
こ
か
ら
北
へ
三

千
メ
ー
ト
ル
に
近
い
ア
ル
プ
ス
の

峰
々
を
背
景
と
し
て
拡
が
っ
て
い

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り

立
つ
と
、
視
線
は
当
然
の
よ
う
に

北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
を
た
ど
り
ま

す
。
真
正
面
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ

う
に
養
え
る
常
念
岳
を
仰
ぎ
、
そ

こ
か
ら
北
に
大
天
井
岳
、
燕
岳
、

蓮
華
岳
、
爺
ケ
岳
、
鹿
島
槍
、
五

竜
岳
、
白
馬
三
山
と
一
望
で
き
る

の
で
す
。
そ
し
て
目
を
麓
の
方
に

移
す
と
、
初
夏
の
安
曇
野
は
、

灘
蝿吐
誇

歩鰯‘

躍
鐸

菅田英一

随頬三頚

信州安曇野に
ｒエ房の森 ｣ を－

鍔

１
３１
１

<版画家〉

藤霧需穏 零静
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た
。さ

て
、
こ
の
石
組
は
入
口
の
三

方
に
作
っ
た
も
の
で
、
鞍
馬
石
を

積
み
上
げ
て
あ
り
ま
す
。
現
在
で

は
不
可
能
と
思
い
ま
す
が
、
毎
日

京
都
か
ら
石
工
が
五
人
ほ
ど
通
い
、

堀
口
氏
の
指
導
で
設
計
図
に
合
せ

て
積
み
上
げ
て
い
ま
し
た
。
特
に

氏
が
強
調
さ
れ
た
の
は
、
積
ん
だ

石
の
面
が
平
ら
で
な
い
こ
と
。
隙

間
に
ク
サ
ビ
石
を
入
れ
る
こ
と
。

セ
メ
ン
ト
を
表
面
に
出
さ
ぬ
こ
と

で
し
た
。
規
格
通
り
の
石
を
用
い

な
い
の
で
、
鉄
の
ク
サ
ビ
形
の
ノ

ミ
を
三
、
四
カ
所
に
入
れ
て
石
を

割
る
作
業
に
は
手
間
が
か
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

完
成
も
近
い
あ
る
夕
方
、
や
っ

と
最
上
部
の
石
を
積
み
上
げ
た
時

（
当
時
は
手
動
の
起
重
機
）
、
氏

石組と妻の吉さん

こ
の
石
組
（
敢
て
石
垣
と
言
わ

ず
）
は
、
父
百
太
郎
が
昭
和
十
三

年
に
現
在
地
に
家
を
建
て
た
時
、

作
っ
た
も
の
で
す
。

父
は
茶
道
に
親
し
ん
で
い
た
録

の
た
め
に
も
家
の
裏
に
茶
室
、
茶

庭
を
作
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

意
味
か
ら
設
計
を
堀
口
捨
己
氏

（
桂
離
宮
の
研
究
家
と
し
て
著
名
、

当
時
四
十
三
歳
）
に
依
頼
し
ま
し

山川学三郎
石組

撫

随想三題
は
あ
の
石
を
降
し
て
、
足
元
に
あ

っ
た
石
と
替
え
て
く
れ
と
注
文
を

出
さ
れ
ま
し
た
。
石
工
の
一
人
が

急
に
怒
り
出
し
て
「
馬
鹿
に
す
る

な
」
と
ど
な
り
、
氏
に
く
っ
て
か

か
っ
た
と
こ
ろ
「
済
ま
ん
。
頼
む

か
ら
こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
く
れ
」

と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
積
み
終
え
た

石
組
を
見
て
石
工
は
「
申
し
訳
な

い
。
悪
い
こ
と
を
言
っ
た
」
と
そ

3２

の
見
事
さ
に
驚
き
と
同
時
に
感
心

し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ

て
い
ま
す
。
今
こ
の
石
を
見
て
ど

の
石
が
、
問
題
の
石
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
父
が
亡
く
な
る
ま
で
自

慢
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。

な
お
、
当
時
、
神
戸
高
等
工
業

学
校
（
現
神
戸
大
学
工
学
部
建
築

科
）
の
学
生
さ
ん
が
先
生
に
連
れ

ら
れ
て
数
年
間
見
学
に
来
て
下
さ

っ
た
こ
と
も
覚
え
て
お
り
ま
す
。

追
加
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

堀
口
捨
己
氏
は
前
述
の
よ
う
に
桂

離
宮
の
研
究
を
さ
れ
て
い
た
人
で

す
か
ら
、
父
の
作
っ
た
茶
室
、
茶

庭
に
は
ど
こ
と
な
く
桂
離
宮
に
似

た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

父
の
書
斎
の
屋
根
に
は
と
ゆ
が
な

く
、
屋
根
を
流
れ
た
雨
が
直
接
下

の
小
石
を
敷
き
つ
め
た
溝
に
落
ち

る
音
を
愛
で
て
、
「
聴
滴
居
」
と

名
付
け
て
い
ま
し
た
。

最
近
、
そ
の
石
組
を
二
メ
ー
ト

ル
ば
か
り
延
長
し
た
の
で
す
が
、

こ
れ
は
植
木
屋
が
積
み
た
し
た
も

の
で
、
そ
の
味
の
無
さ
は
申
す
に

及
ば
ず
、
そ
の
た
め
か
、
一
層
堀

口
氏
の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

動
し
て
い
る
次
第
で
す
。

回
自
宅
・
西
宮
市
雲
井
町
一
’
一
一
一
一

〉〈関西学院高等部講師･ 食虫植物研究会会員
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だ
港
島
や
六
甲
島
の
形
成
は
ま
さ

に
昭
和
の
新
開
地
で
あ
る
。
ト
ン

ネ
ル
を
く
ぐ
れ
ば
雪
国
な
ら
ぬ
名

湯
が
湯
気
を
あ
げ
て
い
る
便
利
さ

だ
し
、
更
に
東
西
に
貫
く
地
下
鉄

は
神
戸
発
展
の
画
期
的
な
る
も

の
。
か
つ
て
神
戸
の
中
心
は
、
文

化
は
東
遷
し
た
。
兵
庫
か
ら
元
町

へ
、
元
町
か
ら
三
宮
へ
と
流
れ
て

い
っ
た
。
こ
こ
に
、
こ
の
地
下
鉄

に
よ
っ
て
神
戸
は
西
北
へ
広
く
豊

昭
和
二
十
年
六
月
に
戦
災
に
遭

い
京
都
に
転
住
、
以
来
四
十
七
年

三
月
神
戸
大
学
定
年
退
官
ま
で
阪

急
電
車
で
の
通
勤
生
活
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
も
神
戸
と
の
縁
は
切
れ
ず

何
か
と
訪
れ
て
、
現
在
も
な
お
月

に
三
回
神
戸
で
の
万
葉
講
座
に
出

講
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
近
年
の
神
戸
の
発
展

ぶ
り
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

八
百
年
前
の
清
盛
の
叡
智
を
酌
ん

噸
蝋
”
鼠
排
ｕ
Ｆ
緊
噂
＃
殴
蒋

か
に
展
開
す
る
。
爽
快
な
こ
と
で

あ
る
。け

れ
ど
反
面
、
古
き
も
の
が
失

わ
れ
ゆ
く
は
自
然
の
理
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
つ
、
私
の
母
校
入
江
小
学

校
が
な
く
な
る
と
い
う
。
感
慨
新

た
な
る
も
の
が
あ
る
。

私
は
兵
庫
生
ま
れ
で
旧
姓
は
尾

上
、
神
明
町
に
住
ん
で
い
た
。
数

軒
東
に
は
お
城
の
建
物
の
よ
う
な

岸
本
銀
行
、
そ
の
角
を
左
へ
回
れ

騨
潮
卿
爵
潔
曽

…
言
迦

野中春水

ば
本
町
筋
、
旧
西
国
街
道
で
あ
る
。

酒
鰻
頭
の
駒
屋
や
宮
下
度
量
衡
店

の
前
を
通
っ
て
通
学
し
た
の
で
あ

る
。
大
正
期
、
緋
の
着
物
に
袴
を

は
い
て
い
た
。
入
江
小
学
校
の
思

い
出
は
太
鼓
で
あ
る
。
鐘
や
ベ
ル

や
サ
イ
レ
ン
で
は
な
く
て
授
業
の

合
図
は
太
鼓
で
あ
っ
た
。
運
動
場

で
、
は
し
ゃ
ぎ
回
っ
て
い
た
の
が

太
鼓
が
鳴
れ
ば
「
太
鼓
／
太
鼓
／
」

と
は
や
し
た
て
、
教
室
に
か
け
込

3３

回想入江小学校
随想三題

む
の
で
あ
る
。
学
校
前
は
電
車

道
、
＠
の
電
車
（
兵
庫
駅
ｌ
楠
公

前
間
。
．
⑧
と
は
線
路
系
統
を
示

す
。
現
在
は
算
用
数
字
で
表
す

が
、
昔
は
「
い
ろ
は
」
を
使
っ
て

い
た
）
が
音
を
た
て
て
い
た
。
近

く
の
七
宮
神
社
の
傍
の
石
を
昔
船

を
つ
な
い
だ
石
だ
と
教
え
ら
れ
た

記
憶
が
あ
る
。
母
校
の
名
称
の
所

以
「
佐
比
の
入
江
」
の
風
情
が
偲

ば
れ
る
。
卒
業
式
は
大
正
十
年
三

月
十
八
日
、
卒
業
証
書
を
今
も
持

っ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
面
に
「
大

正
八
年
二
月
二
十
五
日
第
二
期
種

痘
完
了
・
入
江
小
学
校
」
と
の
ゴ

ム
印
が
押
し
て
あ
る
。
時
代
性
が

う
か
が
え
る
。
そ
し
て
そ
の
三
月

二
十
日
か
ら
三
日
間
、
神
戸
開
港

五
十
年
祝
賀
祭
に
当
時
人
口
七
十

万
の
全
市
は
沸
き
た
っ
た
の
で
あ

る
。
奇
し
く
も
今
年
は
開
港
百
二

十
年
、
か
く
て
今
後
も
、
そ
の
節

目
の
年
毎
に
開
港
記
念
の
祝
賀
は

続
く
で
あ
ろ
う
１
時
に
は
古
き
へ

の
哀
惜
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら
。
鎌

倉
期
当
地
に
来
た
飛
鳥
井
雅
有
は

湊
川
夕
汐
満
み
て
風
寒
み
古
き

都
に
千
鳥
鳴
く
な
り
（
夫
木
和

歌
抄
）
と
神
戸
を
都
と
詠
じ
た
が
、

福
原
遷
都
は
ま
さ
に
都
の
地
、
わ

が
故
里
神
戸
、
そ
の
か
ぎ
り
な
き

繁
栄
を
祈
念
予
祝
す
る
も
の
で
あ

る
。

■
「
歌
枕
神
戸
」
野
中
春
水
著
和
泉
選
害

１
６
０
０
円

蕊晶

：

< 神戸大学名巻教技〉

､溌識蕪癖：

蝋
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夢
エ
ッ
セ
イ
〈
工

野
口
武
彦
〈
神
戸
大
学
文
学
部
教
授
〉
カ
ッ
ト
由
中
一
好

江
戸
時
代
も
後
半
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
起

き
た
と
伝
え
ら
れ
る
出
来
事
で
あ
る
。
江
戸
の
湯
島
に
幕

こ
ふ
し
ん
Ｊ
た

府
御
普
請
方
の
下
請
け
を
し
て
い
る
岡
田
弥
八
郎
と
い
う

、
、

男
が
住
ん
で
い
て
、
一
人
娘
の
名
を
せ
い
と
い
っ
た
。
生

ま
れ
つ
き
利
発
で
、
和
歌
の
道
を
好
み
、
ち
ゃ
ん
と
し
た

師
匠
に
も
つ
い
て
、
こ
の
話
の
前
年
十
四
歳
の
と
き
に
、

こ
ん
な
歌
を
よ
ん
で
師
匠
か
ら
も
ほ
め
ら
れ
た
。
へ
い
か

な
ら
ん
色
に
咲
く
か
と
明
く
る
夜
を
ま
つ
（
待
つ
・
松
）

の
と
ぼ
そ
の
朝
顔
の
花
。
け
つ
こ
う
で
き
の
よ
い
一
首
で

あ
る
。と

こ
ろ
が
、
不
幸
に
し
て
天
は
こ
の
娘
に
天
寿
を
与
え

ず
、
ふ
と
し
た
風
邪
の
心
地
に
わ
ず
ら
っ
て
い
る
う
ち

に
、
つ
い
に
は
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
両
親
の
嘆
き

は
言
い
よ
う
も
な
か
っ
た
。
さ
て
そ
の
翌
年
の
秋
、
母
親

は
亡
き
娘
の
手
文
庫
の
中
か
ら
朝
顔
の
種
子
を
見
つ
け
出

し
た
。
品
種
ご
と
に
分
け
て
あ
る
そ
の
包
み
の
一
つ
一
つ

る
り

に
は
、
絞
り
、
瑠
璃
な
ど
と
な
つ
か
し
い
筆
蹟
で
書
き
つ

け
て
あ
っ
て
、
そ
れ
が
な
お
さ
ら
い
じ
ら
し
か
っ
た
。
鉢

植
え
に
し
て
朝
夕
水
を
そ
そ
い
で
い
る
う
ち
に
、
葉
も
出

た
し
蔓
も
伸
び
た
の
だ
が
、
い
っ
こ
う
に
雷
の
出
る
様
子

が
な
い
。
秋
で
も
花
が
咲
か
な
い
わ
け
は
な
い
、
と
一
念

こ
め
て
丹
精
し
た
母
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
Ｉ

あ
る
日
、
父
弥
八
郎
は
東
叡
山
の
御
普
請
場
へ
出
で
た

美
し
い
話
で
あ
る
。
「
夢
の
朝
顔
」
と
題
さ
れ
た
こ
の

一
篇
は
、
じ
つ
を
い
う
と
、
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
作
者

と
え
ん

と
し
て
名
高
い
滝
沢
馬
琴
が
編
集
し
た
巷
説
集
『
兎
園
小

説
』
の
中
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
「
小
説
」
と
い
っ
て

ち
ま
た

も
、
今
日
の
意
味
で
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。
巷
の

噂
、
市
井
の
雑
談
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
馬
琴
自
身
も
、
こ

の
話
を
馬
琴
に
伝
え
た
人
々
も
、
こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
あ

っ
た
出
来
事
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
、
江
戸
の
町
で
は
園
芸
趣
味
は
た
だ
盛
り
で

あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
栽
培
技
術
も
高
度
な
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
た
。
特
に
朝
顔
は
人
気
の
的
だ
っ
た
。
人
々
は

競
い
合
っ
て
、
超
大
輪
と
か
狂
い
咲
き
と
か
の
珍
種
を
交

配
し
た
の
で
あ
る
。
黄
色
い
朝
顔
が
作
ら
れ
た
と
い
う
計

録
ま
で
あ
る
。
ち
な
み
に
い
う
と
、
こ
の
品
種
は
黒
い
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
。
青
い
蓄
蔽
と
な
ら
ん
で
、
今
日
の
園
芸
界

る
あ
と
、
母
は
娘
が
事
の
み
忘
れ
か
ね
、
朝
顔
を
思
ひ
な

が
ら
、
う
っ
ら
ノ
、
と
眠
り
た
る
が
、
娘
の
声
に
て
、
お

か
渓
さ
ま
花
が
咲
き
ま
し
た
と
い
ふ
に
驚
き
さ
め
ぬ
。
あ

ま
り
い
ぶ
か
し
く
思
ひ
け
れ
ば
、
朝
顔
の
そ
ば
へ
ゆ
き
み

れ
ば
、
一
輪
咲
き
出
で
た
り
。
い
よ
、
ｒ
、
怪
し
と
思
ひ

て
、
夫
弥
八
郎
が
帰
る
を
待
ち
か
ね
て
、
こ
の
由
を
も
語

り
、
花
を
も
見
せ
し
由
。
こ
の
花
、
昼
夜
に
咲
き
て
翌
朝

ま
で
し
ぼ
ま
ず
し
て
あ
り
と
な
ん
。

１
３４
１

花
の
夢
・
植
物
の
夢
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浄戸一一

で
も
交
配
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
も
し
で
き
た
と
し
て

も
、
そ
れ
に
は
遺
伝
能
力
が
な
く
一
代
か
ぎ
り
で
消
え
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
人
々
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
新
種
を

作
り
出
す
夢
を
追
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
る
な
ら

ば
、
今
の
「
夢
の
朝
顔
」
の
話
の
よ
う
に
、
い
つ
し
か
現

実
を
つ
き
ぬ
け
て
い
た
と
し
て
も
別
に
不
思
議
は
な
い
で

は
な
い
か
。
こ
れ
は
江
戸
人
の
集
合
的
な
夢
想
の
な
か

に
論
ぽ
か
り
と
浮
か
び
出
た
一
輪
で
あ
っ
た
。

こ
と
の
つ
い
で
に
、
黄
色
い
朝
顔
を
め
ぐ
っ
て
も
う
少

し
書
い
て
お
こ
う
。
時
代
は
は
る
か
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、

い
し
ぐ
る
ま

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
井
原
西
鶴
が
『
石
車
』
と
い

う
俳
書
を
世
に
間
う
て
い
る
。
西
鶴
は
も
ち
ろ
ん
『
好
色

一
代
男
』
そ
の
他
の
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
有
名
だ
が
、

も
と
も
と
は
談
林
派
の
俳
人
と
し
て
出
発
し
た
人
物
で
あ

ざ
っ
と
こ
ん
な
具
合
に
、
木
樫
と
牽
牛
花
は
ま
ち
ま
ち

で
あ
り
、
で
き
ば
え
も
苦
し
ま
ぎ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
西

鶴
は
、
「
木
樺
に
は
黄
な
る
も
の
な
し
」
と
一
喝
す
る
。

そ
の
根
拠
は
『
本
草
綱
目
」
と
い
う
博
物
学
書
で
あ
る
。

タ
ネ

そ
し
て
朝
顔
に
つ
い
て
も
、
「
子
一
一
黒
白
有
り
。
花
に
紅
。

碧
。
白
有
り
。
黄
ナ
ル
モ
ノ
無
キ
ナ
リ
」
と
そ
の
本
文
を

引
用
し
て
い
る
。
西
鶴
自
身
が
黄
色
い
朝
顔
を
見
た
こ
と

が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
で
明
白
だ
ろ
う
。
事
実
こ
の

時
期
、
ま
だ
そ
ん
な
品
種
は
出
現
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
。
そ
の
百
数
十
年
後
の
ま
ぼ
ろ
し
の
花
、
ま
さ
し
く

こ
れ
は
、
へ
末
の
世
や
あ
さ
が
ほ
に
黄
あ
り
白
き
有
、
で
あ

っ
た
。
花
の
お
江
戸
を
あ
げ
て
の
朝
顔
マ
ー
ー
ア
、
薄
命
の

一
輪
一
輪
に
托
し
た
夢
の
名
残
り
は
、
い
ま
も
こ
の
季
節
、

東
京
浅
草
の
一
風
物
た
る
朝
顔
市
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

鵜
議
懲

１
３５
１

末
の
世
や
樫
に
黄
あ
り
白
き
有

僧
い
か
に
あ
さ
が
ほ
に
黄
有
白
き
有

時
世
か
な
樫
に
黄
あ
り
白
き
有

し
よ
く

蝕
の
夜
の
あ
さ
が
ほ
に
黄
有
白
き
有

る
。
と
も
か
く
こ
の
「
石
車
』
の
内
容
は
す
こ
ぶ
る
攻
撃

的
で
あ
っ
て
、
京
都
の
匿
名
の
俳
譜
師
が
刊
行
し
た
『
物

見
車
』
と
い
う
俳
書
に
完
膚
な
き
ま
で
に
反
論
を
加
え
た

も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
『
物
見
車
』
の
編
集
意
図

が
悪
意
に
満
ち
て
い
た
。
そ
の
一
例
が
、
い
ま
問
題
の
黄

色
い
朝
顔
。
匿
名
の
編
者
は
、
発
句
の
上
の
五
文
字
な
し

に
「
○
○
○
○
○
樫
に
黄
あ
り
白
き
有
」
と
発
題
し
、
京

都
の
宗
匠
た
ち
に
上
を
置
か
せ
た
。
「
樫
」
字
は
、
「
む
く

げ
・
木
樫
」
と
も
「
あ
さ
が
ほ
。
牽
牛
花
」
と
よ
め
る
。

木
樫
に
し
か
黄
色
い
花
は
咲
か
な
い
と
思
い
込
ん
で
の
ト

リ
ッ
ク
で
あ
る
。

晩我常似
山黒牧船
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「
十
字
架
委
員
長
」
（
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
刊
）
が
出

版
さ
れ
て
、
改
め
て
父
の
こ
と
を
懐
し
ん
で
頂
き
、
ま
た

父
を
全
く
知
ら
な
い
人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
人

物
が
い
た
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
て
頂
い
て
、
父
の
子
と

し
て
喜
び
と
感
謝
が
心
の
な
か
に
静
か
に
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
。私

の
父
、
河
上
丈
太
郎
は
、
晩
年
、
自
分
の
父
親
、
私

か
ら
い
え
ば
祖
父
に
な
る
河
上
新
太
郎
に
つ
い
て
、
非
常

に
熱
心
に
語
っ
た
。
新
太
郎
は
全
く
無
名
な
東
京
下
町
の

篤
実
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
堅
持
し
た
平
信
徒
で
、
大
工

の
棟
梁
、
材
木
商
を
業
と
し
た
が
、
わ
が
国
最
初
の
非
行

少
年
の
た
め
に
社
会
事
業
、
「
束
京
家
庭
学
校
」
の
創
立

者
、
略
岡
幸
助
の
生
涯
を
描
い
た
．
路
白
頭
に
到
る
」

（
岩
波
新
書
、
高
瀬
善
夫
著
）
に
そ
の
協
力
者
と
し
て
名

前
が
出
て
く
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。
私
の
父
は
、
こ
の
新

太
郎
に
決
定
的
な
影
響
を
う
け
た
。

こ
の
た
び
の
「
十
字
架
委
員
長
」
は
、
私
の
父
自
身
が

口
述
し
た
「
私
の
履
歴
書
」
（
日
本
経
済
新
聞
社
刊
）
や
、

戦
前
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
史
、
あ
る
い
は
私
が
父
か
ら

の
伝
承
に
基
づ
い
て
祖
父
に
つ
い
て
し
る
し
た
随
想
な
ど

を
活
か
し
て
、
ま
ず
河
上
新
太
郎
の
こ
と
か
ら
書
き
起
こ

し
て
い
る
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
私
の
父
に
自
分
の
母
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
書
き
残
し
て
い
な
い
。
私
は
祖
父
に
つ
い
て
は
、

エ
ッ
セ
イ

ほ
と
ん
ど
記
憶
が
な
い
が
、
祖
母
か
ね
と
は
そ
の
晩
年
、

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
よ
く
知
っ
て
い
る
が
、
今

で
は
知
ら
な
い
筈
の
祖
父
新
太
郎
の
方
が
イ
メ
ー
ジ
が
強

烈
で
あ
る
。

今
回
の
出
版
は
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
出
版
社
の
刊
行

で
、
神
戸
ル
ー
テ
ル
神
学
校
の
校
長
鍋
谷
尭
爾
先
生
が
代

表
者
と
な
ら
れ
た
「
十
字
架
委
員
長
刊
行
会
」
の
ご
尽
力

に
負
う
て
い
る
。
も
と
も
と
は
、
同
じ
「
い
の
ち
の
こ
と

ば
社
」
が
刊
行
す
る
信
徒
向
け
の
月
刊
雑
誌
「
百
万
人
の

福
音
」
に
十
五
カ
月
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
読
物
を
、

ま
と
め
て
一
冊
と
し
た
の
で
あ
る
。
出
版
に
さ
い
し
て
の

条
件
と
し
て
、
私
が
監
修
者
と
し
て
名
を
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
本
は
「
百
万
人
の
福
音
」
誌

の
功
に
帰
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
（
執
筆
者
は
宮
本
義
治

氏
）
、
こ
の
本
に
私
の
「
監
修
」
と
冠
す
る
こ
と
は
、
い

さ
さ
か
気
の
ひ
け
る
話
で
、
何
度
も
お
断
わ
り
し
た
。

た
だ
、
な
ん
と
い
っ
て
も
私
の
父
の
こ
と
に
関
す
る
出

版
で
あ
る
の
で
、
ゲ
ラ
の
段
階
で
私
と
家
内
の
二
人
で
忙

し
い
合
間
を
縫
っ
て
校
正
に
当
り
、
気
の
つ
い
た
箇
所
に

つ
い
て
は
意
見
も
申
し
上
げ
た
。

私
は
戦
後
、
父
が
政
界
に
復
帰
し
右
派
社
会
党
委
員
長

に
迎
え
ら
れ
た
昭
和
二
十
七
年
前
後
か
ら
、
没
す
る
昭
和

四
十
年
十
二
月
三
日
（
一
九
五
二
’
一
九
六
五
年
）
ま
で

約
十
四
年
間
、
父
の
演
説
草
稿
、
随
想
な
ど
ほ
と
ん
ど
の

１
３６
１

十
字
架
委
員
長

河
上
民
雄
〈
衆
議
院
議
員
〉
カ
ッ
ト
・
石
阪
春
生
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け

原
稿
の
影
の
執
筆
者
の
役
割
を
ひ
き
う
け
、
来
る
日
も
来

る
日
も
息
を
つ
く
間
も
な
い
思
い
で
、
暮
ら
し
た
。
こ
の

本
の
「
は
し
が
き
」
で
そ
の
思
い
出
に
少
し
ふ
れ
て
お

り
、
ま
た
父
の
晩
年
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
あ
り
、
本
書
の

タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
た
「
十
字
架
委
員
長
」
の
由
来
に
つ

い
て
も
書
い
た
。

こ
の
本
は
、
そ
の
題
名
の
通
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
政
治

家
と
し
て
の
父
に
つ
い
て
生
涯
を
描
い
て
お
り
、
社
会
党

と
い
う
当
時
は
二
大
政
党
時
代
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方

の
政
党
の
指
導
者
と
し
て
父
が
直
面
し
た
苦
悩
と
決
断
に

つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
う
。
そ
の
間
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
鮮
や
か
に
記
憶
し

て
い
る
私
共
か
ら
す
る
と
、
い
さ
さ
か
残
念
な
気
が
す
る

臼C-／ ／Ｋ▲

１
３７
１

Ｖ４

が
、
私
自
身
、
す
で
に
二
十
数
年
へ
た
と
は
い
え
、
関
係

者
が
存
命
の
う
ち
に
公
表
す
べ
き
か
否
か
、
迷
い
が
あ
る
。

私
が
父
と
の
十
四
年
間
で
一
番
苦
し
ん
だ
の
は
、
父
が

昭
和
四
十
年
の
お
正
月
に
「
く
も
膜
下
出
血
」
で
倒
れ
て

社
会
党
委
員
長
と
し
て
の
父
の
出
所
進
退
を
ど
う
す
る
か

で
あ
っ
た
。
医
師
団
よ
り
父
の
病
状
と
見
通
し
を
告
げ
ら

れ
た
日
、
父
の
回
復
の
た
め
に
最
善
を
つ
く
し
て
頂
く
よ

う
病
院
側
に
要
請
す
る
と
共
に
、
他
方
、
深
夜
、
九
段
宿

舎
に
成
田
知
巳
書
記
長
（
当
時
）
を
ひ
そ
か
に
訪
ね
、
医
師

団
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
伝
え
た
。
そ
れ
か
ら
数
カ
月
、
父

の
病
状
が
悪
化
す
る
に
伴
い
、
折
か
ら
六
月
の
参
議
院
議

員
選
挙
が
近
づ
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
父
の
進
退
問
題
が

関
係
者
の
胸
中
に
去
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ま
辞
め

ら
れ
て
は
党
が
混
乱
す
る
だ
け
だ
と
い
う
政
治
判
断
や
、

ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
現
職
の
ま
ま
死
な
し
た
い
と
い
う
人
情

論
な
ど
が
強
く
、
私
が
主
張
す
る
父
の
辞
任
に
賛
成
し
て

頂
け
る
空
気
は
全
く
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
父
は
す
で
に

言
語
障
害
に
お
ち
い
っ
て
い
た
の
で
、
私
と
し
て
は
父
が

元
気
で
あ
れ
ば
必
ず
こ
う
じ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
道
を
え

ら
ん
だ
。
私
が
辞
表
を
書
き
、
夕
刻
、
成
田
書
記
長
に
提

出
し
、
翌
朝
の
あ
さ
一
番
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
全

国
に
向
け
て
父
の
辞
表
が
家
族
か
ら
提
出
さ
れ
た
こ
と
が

報
道
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
成
田
書
記
長
を
困
惑
さ
せ
、

私
も
各
方
面
か
ら
お
叱
り
を
う
け
た
が
、
父
は
私
の
し
た

こ
と
を
よ
し
と
し
て
く
れ
た
、
と
今
も
信
じ
て
い
る
。

も
し
、
あ
そ
こ
で
進
退
の
時
機
を
失
し
て
い
た
ら
、
父

の
伝
記
は
ど
の
よ
う
に
書
け
た
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
出
版

で
私
は
ふ
と
そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
思
っ
た
。
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